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入力項目の具体例と入力箇所 

 

 

  

定義 具体例 入力箇所（シート名）

作目 栽培する品目 水稲、イチゴ、ブドウ　等

作型 作目の栽培方法・時期 促成、抑制、夏秋、6/上移植

品種
特定の能力や特徴が遺伝的に

固定化された農産物
コシヒカリ、かおりの　等

種苗費 種子代、苗代　等 種籾、硬化苗　等

肥料費
肥料・土壌改良資材・

堆肥等の購入費用　等
ミネラルGF、セラコート　等

農薬衛生費 農薬代、共同防除経費　等 トレボン乳剤、カスミンボルドー　等

光熱動力費

支柱、マルチ、ポット、育苗培土　等

　 毎年発生しない経費を、

　 経費が発生する年に計上

　 したい場合は「設定_

　 単発の諸材料費」シート

（収量に応じて変動しない賃借料）

農機具のレンタル料、ハウスのリース代等
「設定_指標１～１５」シート

（収量に応じて変動する賃借料）

ライスセンター利用料　等

「設定_修繕費・販管費・収量に

連動する賃借料」シート

土地改良

水利費
暗渠設置やほ場法面の修復代　等 － 「設定_指標１～１５」シート

建物施設

修理費
ハウスや作業小屋等の修理費

建物施設の状態や経過年数にもよるが、

取得価額の1％程度

農機具

修理費
トラクターや動噴等の修理費

農機具の状態や経過年数にもよるが、

取得価額の4～5％程度

雇用労賃 パート・アルバイトの人件費 － 「設定_労働力」シート

減価償却費 「設定_固定資産」シート

包装資材費
商品の発送・保管に使用する

包装材料費
段ボール、出荷袋、結束テープ　等

運賃 出荷にかかる運送経費 －

手数料 JAや市場、直売所等の出荷手数料　等
出荷手数料は出荷先によって異なるため、主

な出荷先に確認してください

支払利子 借入資金にかかる利子 － 「設定_資金」シート

地代 借りている農地の借地代 － 「設定_土地」シート

農業に関する共済保険等の

保険料・掛金のうち、特定の

品目の経営面積によって

保険料がきまるもの

水稲共済の掛金　等 「設定_指標１～１５」シート

農業に関する共済保険等の

保険料・掛金のうち、

上記以外のもの

農業用資産に対する火災保険・車両保険、

園芸施設共済の掛金、収入保険の保険料等

農作業

衣料費

農作業に必要な衣料購入に

かかる費用

作業着、長靴、足袋、帽子、合羽、手袋、

ゴーグル　等の購入費用

事務費 農業経営の事務作業に必要な経費 通信費、文具・事務用品の購入費用　等

研修費
農業経営に関する研修受講に

必要な経費
セミナー参加費　等

農業用

租税公課
農業経営に関する税金

農業用建物・農地等の固定資産税、

農業車両の自動車税、消費税、事業税　等

作業者が農作業に従事する時間 － 「設定_指標１～１５」シート

入力項目

作

付

概

要

「設定_指標１～１５」シート

生

産

費

用

農機具・農業自動車・農業施設に使用する軽油・ガソリン・オイル・

暖房用重油・灯油等の燃料費、農業に使用する水道料・電気料　等

諸材料費
農業生産に直接必要な資材・

農具費　等

数年に１回交換するハウスビニール

経営初年度や規模拡大時のみ購入する

コンテナ　等

賃借料

機械や施設の使用料

　レンタル料、利用料、

　リース代　等

労働時間

保険料・

共済掛金

「設定_修繕費・販管費・収量に

連動する賃借料」シート

「設定_修繕費・販管費・収量に

連動する賃借料」シート

減価償却資産の取得価額を法定耐用年数で分割して費用に計上したもの

販

売

費

用

「設定_修繕費・販管費・収量に

連動する賃借料」シート

管

理

費

用
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Ⅰ．経営指標の作成 
 

1. 経営データの収集 

支援機関等から、作付品目に関する経営データを収集する。 

（経営指標、資材単価、施設機械取得費等） 

 

 

2. 「設定_指標」シート 

（１） 「作付概要」「営農計画１年目」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「営農計画１年目」を入力するのは、「設定_指標１」シートのみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「作目」、「作型」、「品種」を入力する。 

※ なるべく簡潔に入力した方がよい。 

（文字数が多いと、営農計画がみづらくなる） 

作成する営農計画の 1 年目を設定する。 
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（２） 「経営費（円/10aあたり）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10a あたりの「種苗費」、「肥料費」、「農薬衛生費」、「光熱動力費」、 

「その他の諸材料費」、「賃借料料金」、「土地改良水利費」、 

「保険料・共済掛金（当該品目の経営面積により保険料がきまるもの）」

を入力する。 

※ 「単価」は、「1 単位あたり」の単価を入力する。 

 

（例）「100L、500 円」の農薬を 10L 使用する場合 

⇒ 数量「10」、単位「L」、単価「5」（500 円/100L=5 円/Ｌ） 

入力セルが不足する場合は、 

「+」ボタンをクリックすると 

入力セルが増える。 「負担率」 

支援機関等から入手した経営指標から 

入力する場合は、「100%」を入力する。 

「その他の諸材料費」は、「使用年数」を入力する。 

（例）マルチ「１」、マルチストッパー「３」 

「賃借料」の内、収量に応じて変動するもの（ライスセンター利用料等）は、

「設定_修繕費・販管費・収量に連動する賃借料」シートに入力する。 

当該品目の経営面積によって保険料が決まるものについて

「10a あたりの保険料」を入力する。 

それ以外の保険料については「設定_修繕費・販管費・収量

に連動する賃借料」シートに入力する 
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（３） 「労働時間（時間/10a あたり）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「作業内容」と「月旬別・作業内容別・10a あたり労働時間」を入力する。 

作業内容別の内訳が不要な場合は、合計の労働時間を入力する。 
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（参考）１6以上の指標を作成したい場合 

以下の手順で１６以上の指標を作成できます。 

① 指標１～１５のうち、任意の指標をコピーする。 

② コピーした経営指標を、「指標」シートの空欄行に「値のみ貼り付け」する。 

③ 列 B に任意の数字を入力する。（他の経営指標と同じ数字は用いない） 

④ コピー元の指標を作成した「設定_指標」シートで、別の指標を作成する。 

 

「指標」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①任意の経営指標をコピーする。 
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②コピーした経営指標を 

「指標」シートの空欄行に 

「値のみ貼り付け」する。 
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③列 B に任意の数字を入力する。 

 （他の経営指標と同じ数字は用いない） 

④コピー元の指標を作成した「設定_指標」シート（上記の場合は「設定_指標 15」シート） 

 で、別の指標を作成する。 
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Ⅱ．営農計画の作成 
 

１．「設定_ライフプラン」シート 

 

 

  

①家族構成を入力する。 

②家族の年齢をふまえ、ライフイベントを入力する。 

（車の買替、親のリタイア、出産、子の進学 等） 

③ライフイベントをふまえ、将来の支出計画を立てる。 

生活費、家賃、住宅ローン、車検、車の買替、保険料、 

旅行、教育、介護 等 

④支出をまかなえる収入計画を立てる 

（経費－農外所得＝農業所得） 

 この農業所得を実現できる営農計画を作成することを目指す。 

⑤前期貯蓄残高を入力する 

貯蓄残高がマイナスになる時期がないか確認する 
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２．「設定_品目」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「指標」シートの列 B の No を入力する。 

各品目・作型の「面積」、「単収」、「販路」、「（各販路の）単価」、 

「（各販路の）出荷割合」、「交付金」を設定する。 

指標の労働時間を「〇％増（減）」したい場合に入力する。 

入力しなければ、指標通りの労働時間で営農計画が作成できる。 

 

（例） 

・指標の２割増の労働時間を計上する場合：120 

・指標の２割減の労働時間を計上する場合：80 

 

（活用例） 

・就農当初は作業速度が遅いため、指標の２割増の労働時間を計上する。 

・新植果樹の育成期間は、指標の８割の労働時間を計上する。 

１年目のみ、生産開始月を設定できる。 

作業を開始する月を入力すると、それ以前の労働時間は計上されない。 

入力しなければ、1～12 月の指標通りの労働時間が計上される。 

 

（例）2026 年就農、小麦（2026 年 10 月～作業開始）の場合 

 ・生産開始月に「10 月」を入力 

  ⇒ 2026 年 1～9 月の労働時間は計上されない 

 ・生産開始月「空欄」 

  ⇒ 2026 年 1 月から労働時間が計上される 
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〇果樹を新植する場合 

・〇〇年に栽培する未成園の面積は、「〇〇（年）育成」の欄に 

「指標 No」「面積」を入力する。 
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３．「設定_固定資産」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「建物・施設」、「機械」の情報を入力する。 

※ 行の挿入は行わない。 

取得年月時点での経過年数を入力する。 

（例）5 年使用したトラクターを取得した場合 

⇒ 経過年数「5」 

更新する予定がある場合は、「実際の更新予定年」を入力するとそれ以後の修繕費は計上されません。 

それぞれの固定資産について、各品目で使用する割合を入力する。 

（例）水稲(6ha)と小麦(4ha)でコンバインを共用する場合 

 ⇒ 水稲 60%、小麦 40% 

取得するために実際に支払った金額を入力する。 

・補助金を活用した場合：補助金を除いた実負担額 

・中古資産を購入した場合：購入時に支払った価格 

・無償で譲り受けた場合：１円（備忘価額） 

新品で購入した場合の価格を入力する。 

・補助金等も含めた、商品本体の価格を計上する。 

・中古で購入した場合や、無償で譲り受けた場合等は、 

同等の資産を新品で購入するのに必要な金額を計上する。 
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大植物が成熟の樹齢に達した年月を入力する。 

（減価償却費を計算するうえでの取得年月） 

・大植物を購入した金額 

・取得するまでにかかる経費 

それぞれの大植物について、 

各品目で使用する割合を入力する。 

〇果樹を新植する場合 

・「苗代」と「成園になるまでにかかる経費」を入力する。 

・成園になるまでにかかる経費については、実際に支払う年を 

「大植物の購入費用を支払った年」に入力する。 

※ 成園になるまでにかかる経費については、２（２）指標「経営費」には入力しない。 

 

「大植物」の情報を入力する。 

※ 行の挿入は行わない。 
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４．「設定_土地」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

購入（予定）農地の面積・購入費用を入力する。 

「借地面積」、「借地料」を入力する。 

就農前から所有している農地（親の所有地等）を入力する。 
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５．「設定_修繕費・販管費・収量に連動する賃借料」シート 

（１） 修繕費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハウスや作業小屋等の修理費を入力する。 

建物施設の状態や経過年数にもよるが、取得価額の 1%程度。 

経過年数が長い場合は高めに設定する。 

修繕費を固定額で計上したい場合や、 

リースのため固定資産の取得価額が計上されない場合等は、 

「修繕費を固定額で計上したい場合」に修繕費見込額を計上する。 

 

※ 「取得価額の〇％での計上」と「固定額での計上」は併用可能 

トラクターや動噴等の修理費を入力する。 

農機具の状態や経過年数にもよるが、取得価額の 4～5%程度。 

経過年数が長い場合は高めに設定する。 
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（２） 管理費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 販売費用、（収量に連動する）賃借料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理費用を入力する。 

「保険料・共済掛金」のうち、特定の品目の経営面積によって保険料がきまる 

ものについては、「設定_指標」シートの「保険料・共済掛金」に入力する。 

経営品目・販路別に販売費用を入力する。 

機械や施設の使用料 

（例）ライスセンター利用料 等 

 

※ 収量に応じて変動しない賃借料（ハウスのリース料等）は、 

  「設定_指標 1～15」シートに入力する。 
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６．「設定_労働力」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各人の月旬別労働時間を入力する。 

 

（例） 

本人：8 時間×10 日＝80 時間/旬 

特殊な事情がない限り、雇用労働力の 

労働時間は、雇用期間中は同じ時間を 

入力する。 

「6/上は 20 時間、6/中は 40 時間」 

という雇い方は現実的ではない。 

すべての期間において 

「確保可能な労働時間の合計」＞「必要となる労働時間の合計」 

となるようにする。 

雇用を導入する場合は、時給を入力する。 

最低賃金が上昇することをふまえ、現行

の最低賃金より高い時給単価を設定  

する。 

社会保険に加入する場合は、事業主負担

分も計上する。 

※ 作成のポイント 

・急な来客対応や個人的なイベント等で、「確保可能な労働時間」がすべて農作業に使える 

とは限りません。労働力は余裕を持たせた計画にしましょう。 

・「必要となる労働時間」は、基本的に「8 時間/人・日」、「概ね 2,000 時間/人・年」 

以内の範囲に収まるよう調整してください。 



営農計画作成ツール 使用説明書 

 19 / 23 

 

 

７．「設定_資金」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

借入金のデータを入力すると、「様式 2_借入金償還元利表」が作成できる。 

農業制度資金等を活用する場合は、制度に合致した条件を設定する。 

営農計画１年目時点での自己資金を入力する。 
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８．「設定_単発の諸材料費」シート 

このシートは、諸材料費のうち毎年発生しない経費について、実際に支払う年に経費を 

計上したい場合に使用する。 

 

（例） 

・３～５年に１回交換するハウスビニール交換費用 

・経営初年度や規模拡大時に大量に購入するが、それ以後は購入しないコンテナ 等 

 

※注意点 

すでに他の項目で計上した費用は入力しない（二重計上になる）。 

 

（例） 

・ハウスビニール交換費用を修繕費に計上している。 

・複数年使用する資材を使用年数で按分して、指標に計上している。 

 

 

 

 

 

  

（例）３年に１回交換するハウスビニール交換費用を計上。 

（例）規模拡大に伴い購入するコンテナ代を計上。 

※ 注意点 

他の項目で計上した費用は入力しない。 
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９．「様式１_資金調達」シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農外所得を入力する。 

（農業用租税公課をのぞく）租税公課を入力する。 

ただし、「家計費」に計上している場合は入力不要。 
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１０．「様式１～６」シート 

２～９を入力すると、「様式１～６」が作成できる。 

「営農計画作成チェックリスト」を参考に、計画の確認・修正を行う。 

 

 

  

営農計画作成チェックリスト

チェック項目

□「10aあたり」の数値が入力されているか

□「土地改良水利費」を忘れていないか

　（土地改良水利費が必要な品目の場合のみ）

□「支出」は「年額」を入力しているか

□自動車を所有している場合、車購入費や車検代金を計上しているか

□現実的な「単収」「単価」となっているか

□（未収益期間がある品目の場合）

　　未収益期間に「単収」を計上していないか

□果樹等の未成園は、「〇〇育成」欄に面積を計上しているか

□営農に必要な固定資産はすべて入力しているか（償却済資産を含む）

□更新予定の固定資産は「実際の更新予定年」を入力する

□ハウスを整備する場合、「整地費用」、「電気・水道工事費」、

　「排水管整備費用」等を計上しているか

□各品目における「使用割合」の合計が100%になっているか

□果樹等の未成園にかかる経費（苗代、農薬費等）を計上しているか

□営農に必要な面積が確保できているか

修繕費

□修繕費は適切か

　　固定資産の経過年数・状態にもよるが、

　　建物施設修理費1％、農機具修理費4～5%程度

管理費 □管理費用を入力しているか

販売費 □販売費用と販路は整合性がとれているか

□年間労働時間は「概ね2,000時間/人」以内となっているか

□旬あたり労働時間は「概ね80時間/人」以内となっているか

　（（8時間/日）×（10日/旬）＝（80時間/旬））

家族 □家族労働力は、実際に農業に従事できる状況か（高齢、出産、育児等）

□雇用する場合、雇う人の目途が立っているか

　（特に、周年雇用以外の雇用形態の場合）

□雇用する場合、「旬あたり労働時間」は概ね一定となっているか

□雇用する場合、「人件費（時給単価）」を入力しているか

□「人件費（時給単価）」は、最低賃金以上となっているか

　（将来の最低賃金上昇を見越した水準となっているか）

□人を雇用する場合、休憩所等は確保しているか

□「借入額」「使途目的」「据置期間」「償還期間」「利率」は

　制度資金の条件に合致しているか

□他の項目ですでに計上している費用を入力していないか

□「40　差引残高」がマイナスになっていないか

□「必要となる労働時間の合計」が「確保可能な労働時間の合計」を

　超える時期はないか

□「農業所得」が目標額を超えているか

様式3_

労働時間・配分

様式6_構造分析表

単発の諸材料費

設定_

修繕費・

販管費・

収量に連動

する賃借料

設定_

労働力

共通

雇用

設定_資金

様式1_資金調達

シート名

設定_指標1～15

設定_

ライフプラン

設定_品目

設定_固定資産

設定_土地
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１１．「単年度_結果」シート 経営シミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「営農計画〇年目」を選択する。 

選択した年の収支が確認できる。 

選択した年の労働時間をグラフで確認できる。 

・棒グラフ：必要な労働力 

・線グラフ：確保可能な労働力 

 

棒グラフが常に線グラフの下になっているか確認する。 

（「必要な労働力」＜「確保可能な労働力」となっているか） 

 

棒グラフが線グラフを上回っている時期は作業が間に合わないので、 

「品目構成」or「労働力」を見直す。 

線グラフ 

・確保可能な労働力 

棒グラフ 

・必要な労働力 


